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1

( )

① 与 式 =点
② 与式 =～

③ 与 式 = 5 a 1 ob 一 4at 6 b
= a 一 4bmm

④ 与 式 = 2☆ × 3√ 5 * ロ =23,√ 政 =35
= 6分
～

( に ) おうぎ 形 の面積 =半径 ×半径 × π

×360
中心角

半径 = 5 cm
, 中心角 = 72 なので

おうぎ形 の 面積 = 5 × 5 × π×最
1

= 5 × 5 × π ×

5

= 5 πcmm
～

2
。

( 1 ) 原稿 用紙 の 重 さ " 16 a g

封筒 の 重 さ " b g

全体 の 重 さ " 250 g 以上
～～



よって i 6 a t b ≥250
～～

致 ～ 以上 ⇒ 三
,

～ 以下 → ≤

～ より 大 きい ⇒ 7 ～ 未満 ⇒ 〈

(2 ) y = 2 x 3
～

切分
～

傾き

傾 き ⇒ 正 の 値 なので 右上 のグラフ

刀 今⇒ 負 の 値 なので, □ より 小 さい

右上 右下 右上① 石下

0 正 の 値 0正 の 値

0 負 の値 σ 負 の値

よって 答 えは品

( 3 ) (x 2 ) 2. 6 = 0

x ー 4 x t 4 6 = 0

x
2
. 4 x 一 2 = 0

x= 4 x 一 2 は 因数分解 できないので 解 の

公 式 を 用 いると



x =

一

(

4) ±√ ( . 4 ー 4 × 1 * t 2)
ー

二

*

=

4 ±√24二
2

=

4同
mm～

参考
axt bct C = 0 lato ) の 解 の 公式 は

=一 b ±Vb 4c式
(別解 )

x 2 )( ～ 6 = 0
x2 = × とおくと

(x 2 )
×

= 6 X
2
= 6 ⇒ × = ±6

x = 2 = ±6
I X = x2 より

x . 2 = ±6
x = 2 ェrbmmm

( 4 ) 中央値 ; デ ー タを 小 さい 順 に 並 べたときの

真 ん 中 の 値

デ ー タを 小 さい 順 に 並べると



4
,
7

,
9

,

10
,

" , 13
,

18 , 18 , 20 ,250
デ ー タの 数 が 偶数個 ( 10 個 ) なので 中央値は

"警 = 芝 = 12 分
～

( 5 )

{
正三角形

し ←
正三角形

600

600

) 260
↓ S 錯角
) )4

.
800% µ

対頂角

し
^

)340 860 .

同位角
600 三角形 の 内角ー

↑
正三角形

よって Lx = 86
m～



3

(りカ ー ドの 取 り 出 し 方 は

袋 A : 3 通 り
,

袋 B : 2 通 り
,

袋 ( : 3 通 り

なので 全部 で

3 × 2 × 3 = 1 8 通 り

品 = 2 のき
～

ab t C は 正 の 数になるので 不適

b = ー 2 のとき
～

ab の 組み 合わせは
/ × ( . 2 ) = 一 2

3 × ( 2 ) = 一 6

5 × [ 2 ) = 1 0

C は 2
,
4

,

6 のいずれかなので
O ab t C =

一 4

一 2 ± 2 = ① X

一 2 ± 4 = 2 X } ab = 2 のとき

ー 2 × 6 = 4 X

ー 6 ± 2 = 4 0

ー 6 十 4 == 2 人

. 6 ± 6 = 0 人
} ab = 一 6 のとき



ー 10 × 2 = 8 X

ー / O ← 4 = 一 6 X } ab = 一 ( o のとき

ー 1 ル 十 6 = 一 4 O

ab tC =
= 4 となるのは2 通 り ～

～

② abt C が ① または 負 の 数 になる 場合 を
考 える
① より
b = 2 のときは 全 て 正 の数 → ① 通 り

b = = 2 のときは 7 通 り ( ① * より )

よって
,
ab t C が ① または 負 の 数 になるのは

7通り
。

これより
,

正 の 数 になるのは

18 7 = 1 通 り
～ 一

全部 の 出方 O または 負 の 出方
1 い

よって 。 求 める確率
は然

( 2 )

口の 1 段目
～

～

上個

田 ⑤2段目
～

ー

2個
～

田回四3目
～

一

3個
～



段目8 年 5 6 回回⑥ 869回回ー

8 個
～

よって 8 段目 の 右端 はw

② n 段目 命 が口一
n個
～

よって
,
そ 段目 の 右端 a は
a = no t n 一 1 いを 忘 れずに ! !
m～～～

段 8 段目 のとき 右端 の数 は

82 t 8 ～
=

64 ± 81 = 71
～ ～

また , n段 目 の 右端 が tn」 より n 1

段目 の 右端 は ← ny の n を n 1 に 変えて
b = ( n)

ュ

← (nいソ
= ne . 2 n t 1 t nに 1

= nmntm
ア : a b = n ^ t nv( nn*0

= n tn . tnt 1

= 2n

n は 整数 なので 2 n は 偶数
。
よって 正 しい
w～



また ,
a b = 2 n で , a b は 偶数 なので

イ ; a 一 b は 奇数 → 誤 り
m

ウ : a 一 b は 3 の 倍数 → 誤ー

4
そうたさんが 勝 った 回数 を x 回

ゆうなさんが 勝 った 回数 を Y 回
とする 。 このとき

,

ゆうなさんが 勝 つ = そうたさんが 負 ける
なのでそうたさんが 負 けた 回数 は Y 回 となる

あいこは 8 回 なので
,
じゃんけんをした回数 は

x 8 = 30
ー～ ～

そうた 勝の
t Y式た負 あいこ 総数

これを 整理 すると
x ty = 22 ～ ①

また

メダル A : 勝 った 場合 は 2枚 あには 1枚

メダル B : 負 けた 場合 は 1枚 あには 1枚

なのでそうたさんは
メダル A : 2 x t 8 (枚 )

メダル B : Y ← 8 (枚 )

もらったことになる



したがってそうたさんが得 たメダルの 重量 は

5 × ( 2x ÷ 8 ) = 4 × ( Y ± 8 ) =23
人一～～

メダルA の メダルA の メダル B の メダル B の 総重量
1 枚 の 重量 枚数 1枚 の 重量 枚数
これを 整理して

,

/ 0 x t 40 十 4 Y ± 32 = 232

( Ox t 4 Y = 160
) 両辺 を 2 で 割 る

5 x t 2 y = 80 ー②

①
,

② を 連立 して 方 程式 を 立 てると

{ x ty = 22

5x t 2 Y = 80

これを 解 くと

2x t 2 Y = 44 x t y = 22 より
5 xtzy =80 12 t y = 22

一 3x = 一 36 y =1
～

x = 12
～～

したがってい
そうたさんが 勝 った 回数 12 回

～

ゆうなさんが 勝 った 回数 10 回
～



5

い )
野線

③

錯角

X
い 〉

0

OABD と □ A CD において

共通 な 辺 は 等 しいので
AD = A D ー ①

仮定 ( AD は LBAC の = 等分線 ) より
LBAD = ∠ CAD ー ②

AC / / BEより錯角 は 等しので
L CAD = ∠ BED ー ③

②
,
③ より

∠ BAD = ∠ BED ー ④

④ より OBAE の 底角 が 等 しので 等辺三角形
となる 。 よって

BA = B E 」 ⑤
仮定 より

AC = BE ー⑥



①
,
②

,
⑪ より 2 組 の 辺 とその 間 の 角 がそれぞれ

等 しいので
,
OABD ≡ 0 ACD (証明終わり )

(別解 )

71い

ー

い
い

. .
√

平行四辺形 の

対角線 は 中点 で
511 交わる

線分 E C を 引 く
。

四角形 A BE C において
,
仮定 より

A C // BE ー の

AC = BE ー②
①
,

② より 1組 の 対辺が 平行 で
,
その長 さが

等 しいので
,
四角形 ABEC は 平行四辺形 である

。

□ ABD と σ A CD において ,

平行 四辺形 の 対角線はそれぞれの 中点 で

交 わるので
BD = CD ー ③



共通 な 辺 は 等 しので
AD = A D ー ④

仮定 ( AD は CBAC の = 等分線 ) より
LBAD = ∠ CAD ー ⑤

AC // BE より 錯角 は 等 しので
∠ CAD = ∠ BED ー ⑥

②
,
③ より

∠ BAD = ∠ BED ー⑦
④ より O BAE の 底角 が 等 しので 等辺三角形
となる 。 よって

BA = B E ー ⑧
仮定 より

AC = BE 一 ⑨

より⑧
.

⑨
BA = AC ー⑩

③
,

④
,
⑩ より

,
3組 の辺 がそれぞれ 等 じので

OA BD ≡ ∞ ACD (証明終わり )



6
.

くり

Y = xt 4

4
0

二

。
C . " . A とx 軸 について対称

点 C は A と x 軸 について 対称 なので
x の 値 ⇒ 点 A と 同 じ
ー

Y の 値 ⇒ 点 A と 符号 が 反対
～

となる
。

点 A は Y = 五 x のグラフ 上 にあり
.

C=ー 2 なので

Y = 土 × ( . 2 )
2

= 五 × 4 点A と 同 じ
点 A と符号が

= 2 反対
したがって 点 C の座標 は ( 2 . 2 )

～

↓



( 2 ) 点 B は Y = x t 4 のグラフ 上 にあり x = 4 なので

Y = 4 t 4

= 8

したがって 点 B の 座標は [ 4
,
8 )

点 C の 座標 は ( いより[ 2 2 )

求 める 直線 の 式 を Y = axt b とおくと

{ 8 = 4 a t h " x = 4
, y = 8 を代入。

一 2 =
2 a th " . x = = 2

. y = 2 を 代 い。

① 一 ② より

10 =

aa==556
① に 代入 して

8 = 4 × 5 tb

8 = 2
⑪ tb

b = 8 一 0

器
よって 求 める 直線 の 式 は Y = 5 x*

～



( 3) 難問

方針
bm了

m OP の 形 が複雑BC

⇒ 等積変形 を 考 える
4

0

p
0

⇒ 点 P を 通 り BC に

平行 な 直線 を 考 える
二

⇒ 0 P と σ はBC DBC。 を 底辺 とすると高照
c :

が 同じなので 面積も
:

Do 同 じ
(解答
点 P を 通 り BC に 平行 な直線 m を 引 く
～

また 直線m 上 にあり ,x = 2 の 点 を D とする
。

.

OPBC と O PBDにおいて 底辺 を共に**←の一
したがって

0 PB C = OPBD
ヒごは面積 が等 いことを 表 す

OPBC の 面積 が OACB の 面積のに4
なれば 良 いので
0 PBC : OACB = 1 : 4
～



0 PBC = ∞ PBD なので

。 PBD : 0 A CB = に 4

となれば 良 い
。

ーーー高一
1

m

:

1

:

④ 4

"

600 は 高 さが 等
い通積比J*

譟 ↑
0 PBD と O ACB において 国 のように 高 さを

とると
, 長 さは 等 しい 。 したがって 面積 の 比 は

底辺 の 比 となる
。
よって

A C : CD = 4 ? 1
A C の 長 さは 4 なので CD の 長 さは 1 となる

。

よって 点 D の 座標 は

( . 2
,

3 )mm
～

BC と m は 平行 なので 傾 きは 等 しい 。

(ほ ) より BC の 傾 きは 5 なので m の 傾 きも
5



よって 直線 m の 式 を Y = ax t b とおくと

a = 5 なので

Y = 5 xtb
点 D( .2 , 3 ) は 直線 m のグラフ 上 にあるので

一 3 = 5 × ( 2 ) tb b = ぷ⑤ 一 3

b = 圧 2
= 5 = 5

よって 直線 m の 式 は

Y = 5x t 五
点 P は Y =± xx と y = 5xt 五 の 交点 なので

Y = 五 x =

1 Y = 5 xt お
よって

上x = 55 xt 五
両辺 を 6 倍 し . 整理 すると

3 x
2

= 1 Ox t 2 b2 . 4 ac

3 xc 1Ox 2 = O一



解 の 公式 より

一 (10 ) ±√ ( iop 一 4 》ッ
C=

2 x 3

ー

華pue
座標

ここで 点 P の x座標 ( = t ) は O ≡ 七 ≡ 4
,

また 5 ( 引K 6 ～
～

より

( 25 ( 31 K 36 より ☆⑪ ( 同に No
～

。 )5

5万 ( 0 なので 不適

5警 =

5t 了

= 1学 =心

なので O ミ 七 ≡ 4 を 満 たす
。 よって

t =
5量
～



ワ
く )

し い
1

/

,
6
ー

6

OABC で 三平方 の 定理 より

AC =√ 62 t 6 ュ

ー

= √ 36 t 3ー

= 22

= 6k cm
～

点 M は 辺 A C の 中 点 なので

AM = 6Ʃ× 上
= 3R～
～



OABC はニ 等辺三角形 なので BM 2 AC
～

*o
よって OABM で 三平方 の 定理 より

BM =√62( 3
ー

=√368

= NT8

= 3Ʃommmm

( 2 )

0 ー
oェ
～ー

。
」
ー

6

さ5
ィ

い

0p



OABP と OCBP において
仮定より

AB = CB = 6 ー ①

また □
A DE C と λ C FE B は 長方形 なので
LABP = ∠ CBP = 90

^

～②

共通 な 辺は 等 しいので

BP = BP 一 ③
①

,

②③ より2 辺 とその 間 の 角 がそれぞれ等 しい

ので σ ABP ≡ 0 CBP
っ

対応 する辺 は 等 しいので
,
AP = CP

よって OAPC はニ等辺三角形 である 。

よって
, PM I AC

OAPC = 3 O cm で
,
AC = 6☆ cm なので

1

30 = 6≡ × PM *
面積 死富さ

30 = 32 × PM

よって ) PM =

0☆
凸

= 況
PM = 5Ʃ om
～

ュ

OƩ= 5B



② 難問 6k
ー

ー
→ 方針

3主

0
1 四角錐 BAPC の

く 。Q
5ミ 体積 を 2通 りで 表す。

" 川1 い
⇒ OAPC を 底面 としたとき
と OABC を 底面 としたとき

00P の 2通 り

(解答 )

点 B から OAPC に 垂線を下 ろした 交点 を θ とする
。

⇒ 求 める 長 さは BQ

OAPC を 底面 としたとき 四角錐 BAPC の

体積 は

OAPC × BQ × 5
式
= 30 × B Q × 尼
= (OBQ ー ①

また ,
□ ABC と BE は 垂直 なので ∠ MBP = 900



OBMP において , BM =32
, PM = 5☆ なので

三平方 の 定理 より

BP = √ 5[) 。
ー

=√ 50 ー 18
ー

=√32
ー

= 42

よって OABC を 底面 としたとき四角錐 BAPC
の 体積 は

0 × 6～
。BC

^

L
× ☆ = 24R 一 の

① と ② は 同 じ 四角錐 B APC の 体積 なので

等 しい。 よって

( OBQ = 24K

BQ =24K

=. cm
～m


